
令和２年度 第４回 柏市通学区域等審議会

令和３年３月１８日（木） @沼南庁舎大会議室

【審議事項】

(仮称)柏北部東地区新設小学校整備に伴う通学区域について
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答申補足資料 （修正点）
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２ 「田中北小学校の位置の変更（移転新築）・通学区域の変更」に関する協議

田中北小学校の小規模校化 ＜田中北小学校児童住所地＞（R2.5.1時点)

住所地 児童数 割合 児童数の傾向

区画整理区域 184人 70.5%
増加傾向
【※】

市街化調整区域 77人 29.5%
減少傾向
【※】 新設小学校が新たに開校する場合，田中北

小学校が長期的に小規模校化する。

• 現在の田中北小学校に通学する児童は，区画
整理区域に居住する児童の割合が多い。

• さらに，当該通学区域においては，区画整理
区域以外のエリアは市街化調整区域となって
おり，今後も児童の増加が見込まれない。

 地域住民・保護者より，田中北小学校の児
童の良好な教育環境を考え，「新設小学校
を田中北小学校の移転とすること」の要望
をいただいている。

６

事務局説明

■学年別・大字別児童数

※ 同時点における田中北小学校学区に居住する未就学児（0歳～5歳）は，

区画整理区域内が545人(91.9%)で，市街化調整区域内が48人(8.1%)
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附帯意見 (2) 遠距離通学対策

柏市立田中北小学校の位置の変更により，一部児童の通学距離が大幅に延伸することについては，児童の
通学上の安全確保及び負担軽減に配慮し，市内の他のエリアとの公平性にも配慮した上で，必要な遠距離通
学対策を講じること。

移転により通学距離が延伸する児童の安全対策として，
スクールバスの導入を求める。（地域意見）

他校においても遠距離通学の児童がいることを考慮し，
スクールバス等の遠距離通学対策の検討においては，
市内の他の地域との公平性に配慮を求める。

（審議会意見）

田中北小学校の移転に伴って通学距離が延伸す
る児童が発生する。最も通学距離が遠い児童で
約3.3㎞となる。

≪現状≫

1. 学校の移転により一部児童の通学距離が延伸することに対する遠距離通学対策の具体的な方法

については，市内の他のエリアとの公平性にも配慮し検討する。

2. 上記の検討にあたっては，公平性を担保できるよう明確な基準の策定に努める。

【検討の方向性】

【審議会・地域からの意見】

田中北小学校の大青田，船戸山高野在住児童の
通学距離は，平均して約2.1倍の距離に延伸する。
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【報告事項】

小学校における35人学級編制について
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小学校における35人学級編制について
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小学校における35人学級編制について
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【千葉県学級編制基準（普通学級）】 ※柏市も同様

小学校：1～3年生 35人 4～6年生 38人

中学校：1年生 35人 2，3年生 38人

小学校における35人学級編制について

新たな学級編制

年度 35人 38人（国40人）

R3 1-2年生 3-6年生

R4 1-3年生 4-6年生

R5 1-4年生 5-6年生

R6 1-5年生 6年生

R7 全学年 なし

★令和3年度以降，小学校2年生から段階的に移行

★千葉県基準では既に小学1～3年生は35人学級のため，

本市で影響が出るのは令和5年度以降

【国の学級編制基準】

小学校：1年生 35人 2～6年生 40人

中学校：全学年 40人

『 R3～R7 年度までの5年間で，段階的に小学校全学年で35人学級へ移行』

従来の学級編制
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小学校における35人学級編制について

● 35人学級編制を踏まえた学級数の予測（ ～ R8まで ） ➢従来の学級編制基準による学級数と比較し，

全42校中26校の小学校で合計29学級増加見込み

➀教室改修（４校）：柏五小，柏六小，高田小，松葉一小
既存の特別教室を普通教室へ改修。1教室あたり約650万円×4校＝約2,600万円

②校舎増築（１校）：高柳小
一時的な教室不足に対応するため校舎を増築。1教室あたり約3,200万円×1校＝約3,200万円

（※ 別途，校舎の増築・改築等の対応を進めている，田中小・田中北小・柏三小・柏の葉小を除く）

学級数計 R５ R６ R７ R８

①従来基準 719 726 720 720

②新基準 726 742 747 749

増加学級数 7 16 27 29

新基準(35人学級)では，児童増加エリアの学級増を加速させるが，他のエリアでの影響は少ない
※児童増加エリア：柏の葉，柏たなか，柏駅周辺，豊四季台

柏市立小学校での影響

※ 26校中21校では最大学級数は増加しない

(例：酒井根小学校)

従来基準 新基準

年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R3 R4 R5 R6 R7 R8

学級数 19 19 19 18 17 17 19 19 19 19 18 18

従来基準よりも学級数は増加見込みだが教室不足にはならない● 必要な教室整備にかかる施設整備費（見込み）

計5,800万円
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令和2年7月 ～ 令和3年3月 ◆ 通学区域等審議会を計4回開催
・新設小学校通学区域に関する答申
・各種課題について審議及び意見交換

令和3年7月 ～ ◆ 建設工事を開始
～ 令和4年3月 ◆ 通学区域を決定・周知
～ 令和5年3月 ◆ 必要備品・学習教材の購入

◆ 両校の交流事業の実施
令和5年4月 ～ ◆ 開校

柏北部東地区新設小学校開校までのスケジュール

令和3年度以降の通学区域等審議会の開催予定

❖ 現時点で，通学区域の見直しを予定している箇所はありません。

❖ 本審議会は，令和3年度内に１回以上開催する予定です。

児童生徒数の推計結果や新設小学校での課題検討状況等についての報告を予定しております。

※日程や内容の詳細につきましては，会長と調整の上，あらためて皆様に御案内させていただきます。


